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タイプライターテキスト
太陽の光を回折格子に通すと、人工的に虹を作ることができます。太陽は緑色(波長500nm付近)の光を最も強く放射します。
太陽のスペクトルをよく見ると、所々に暗い線があることが分かるでしょう。この線は、太陽の大気に含まれる原子が特定の
光を吸収することでできるのです。暗い線の波長や強さを測ることによって、太陽の元素組成や温度・圧力などがわかります。
　　
数値は暗い線の波長をオングストローム単位で表し、アルファベットは元素と電離度を示します。例えばFe Iは中性鉄を意味
します。Atmは地球大気の吸収によってできた線のことです。




